
　　　　

8 年 4 月 1 日

9 時 00 分から 15 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

地域支援・地域連携

利用者に関わる地域の関係者、関係機関と連携します。
地域社会への参加・集団保育への移行支援に取り組みます。 職員の質の向上

職員研修会・外部研修参加・事業所連絡会参加など職員の質の向上につと
めています。

主な行事等

遠足（徒歩遠足・電車遠足・動物園遠足）季節の行事・制作活動・地域交流（笑福祭・保育園交流会など）
保護者会、保護者研修会、レクリエーション大会、卒園式。

（言語の受容と表出）係活動・やりとりあそびなど状況に応じたコミュニケーション力を鍛えます。
（基礎的能力向上）シャボン玉や笛、口周りの体操。工夫された遊びで発達を促します。
（個別支援）言語聴覚士が必要に応じて個別支援を実施します。

（小集団活動）遊びを通して、互いの気持ちに気付いたり働きかけたりする場面を大事にしています。
（家族以外の人と触れ合う）支援者、友だち、地域の方、仲間づくりと集団参加。社会性を育みます。

家族支援

保護者会、研修会、個別面談、各種通信報告など、家族（きょうだいをふくむ）
からの相談に対応します。

移行支援

将来的な移行に向けた準備や情報提供につとめます。
併用利用保育園などに訪問し連携を実施しています。
地域の中で日常生活が過ごせるよう参加に努めます。

本
人
支
援

支　援　内　容

（季節の行事、制作活動）生活・自然環境のなかでさまざまな遊びを体験し生活リズムを整え生活習慣の形成へ繋げます。
（身辺自立）着替え、排泄、食事など基本的生活スキルの獲得を目指します。

（運動）姿勢保持・運動・動作の基本的な技能の向上に取り組みます。
（感覚遊び）五感に働きかける感覚遊び。

（感覚の活用）知覚から行動への認知の発達。概念の形成にむけた支援をします。
（認知機能の発達）それぞれの個別目標に沿った教材や体操を行っています。

法人（事業所）理念 社会福祉法人ぶるーむは、障がいを持った子どもたちの自立とそのご家族の笑顔をサポートしています。

支援方針 1人1人の成長、発達の過程、特性を踏まえながら自立への土台つくりに取り組みます。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 児童発達支援ひだまりっこ 支援プログラム 作成日


